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本県における海洋観測は、 1906年から始まれその歴史はたいへん古い。 勿論、当時の観測は、

回数も少なく、不安期であった。その後、徐 Aに内容は充実してきたが戦争のため中断し、戦後も物

資などの不足により再聞が遅れ、ょうやく 1948年から始められTら その頃の観測は漁業の面よりも

むしろ、農業の凶作対策のために行われていた。しかし 1963年の異状冷水の後に適格な海況の把握が

叫ばれてから現在の漁海況予報事業が国の補助のもとに行われるようになった。ここでは、観測j資料

が比較的に整ってし、る 1965年から 1974年までの 10年間について、 資料を考察した結果沿岸海況の

特徴について、 2 • 3の知見を得たので報告する。

方 法

1964年の漁海況予報事業開始により本県沿岸に図 1の沿岸定線が設定された。 観測項目は海洋環

境調査として気象，海象，水色，透明度，測温，採水

である。観測膚は o. 10. 20 • 30 • 50 • 75 ， 100，150. 

200叫産卵稚魚調査として⑮B網による 150→O乱

垂直採集および@A網による表層水平 5分間曳などが

調査項目である。ここでは 1965年から 1914年までの

過去 10年間の水温値を月毎に平均し、 それをもとに

考察をする。

結果および考察

塩屋埼定線

塩屋埼定線における st.1 ~ 5までの Om層水温を

図 2に示す。最高水温は各 st.ともに 8月下旬から 9
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図1.福島県沿岸定線図
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月上旬に記録される。一方最低水温はおおむね 3

月上旬であるo 一年間の水温変化は極大、極小以

外の振動は認められず上昇期、下降期ともに安定

している。また、沖合と沿岸との差は、全般的に

沖合程高温で特に 3月から 10月までの昇温期、

高温期には水温差が大きい傾向がみられる。

50 rn，層での水温変化を図 3に示す。 最高水温

はほぼ 10月上旬にみられ、出現時期，水温値とも

に st，間にばらつきは認められないo 反面最低水

温は st，聞にかなりの差が認められ沿岸程低温に

経過するo st， -5では、 3月から 9月の昇温期に
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図3，塩屋崎50m麿 st，完IJ水温
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図2.塩屋崎Om層st，別水温
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図4，塩屋時100.2001U層st，日IJ水温

おいて高温に低盈しているが、反面、 12月から 2月の下降期には低温であるoSt，-4で1主4月から7月

に大きな闘がみられることが注目される。このように昇醐において沖合同が離であり沖合から

沿岸に徐 Aに昇温していることから、黒潮系緩水は沖合の万から徐止に沿岸に波及することを示唆している。

100 rn層および 2∞れ贈を図 4に示す。最高水温期は 11月上旬でom層からは 2ヶ月， 50 m.J習から

は 1ヶ月程遅れて出現するo ここでも沖合程高温傾向であるが st，-5の冬期は低温に経過する。最低水

温期には、パラツキが認められるが、おおむね 6月から 7月頃である。

st ，-5の200m盾では最高水温は更に遅れ、 12 月上旬では 12~130C を記録することが多し、。また、

最低水温は 7月上旬で 7~ sOCである。

畳間定線
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図5，富岡 Om層st，日IJ水温
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図6.富岡50.100m層stJllj水温
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富岡定線における水温傾向をみてみる。図 5に示した Om層では塩屋埼と同様に沿岸より沖合の方

が暖かい。昇温期には特に明瞭である。最高水温期は 9月上旬で 22~ 23 ocであり st.聞にバラツキ

は認められない。一方最低水温値は st.による差が大きく沿岸に近い程低温である。また、塩屋埼と

違う点は、最低水温期が 2ヶ月程持続することである。

50 rn層および 100m層を図 6に示す。まず 50m層の最高水温はお Lむね 10月上旬で 18oc前後、

最低水温はバラツキが認められる。 st.-4は2月から9月まで高温に経過している。

100 r.凡層では最高水温期は図 4に示以こように塩屋埼と同時期であったo低温期が 3月から6月まで続く。

鵜ノ尾埼定線

図 7に示す Om腐の最高水温は 9月、最低水温は 3月に記録され、 st.による時期のパラツキは認

められないコ しかし最低水温は st.聞の差が大きく沿岸程低温であり、 st，-1とst，-5の差は 3
0C以

上となっている。文、 5月中旬から 9月上旬までは、沿岸程高温で 9月中旬以降は沖合程高温である。

これは鵜ノ尾埼定線が仙台湾の中にあるために熱許容量の少ない沿岸程、大気の影響を受けるためで

あろう。

50m層および 100m層水温を図 8に示す。他の定線では 3月から 8月の昇温期に振動がみられるが

鵜ノ尾埼の 50m層では極大、極小の振動以外は全く認められない。これは鵜ノ尾埼定線が他の定線に

比ベサ十洋水の影響を受け難いことを示唆している。 100m層水温では 11月上旬に 15
0

C前後の最高水温を

記録し、 5月上旬にほ笠 7.5
0

Cの最低水温がみられる。
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図7.鵜ノ尾崎Om層st別水温

定線別、定点別水温変化
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図8.鵜ノ尾崎50.100m層st別水温

塩屋埼 st.-5、富岡 st.-4、鵜ノ尾埼 st.ー5のiI民に層別水温を図 9 ，図 10，図 11に示す。 3定

線ともに最高水温期は o， 50 ， 100 ， 200乱j脅と水深が増すにつれて、ほ ~1 ヶ月ずつ出現時期が遅れ
。の

ているo このことについては、金華山沖の海況で増沢 ，大洗仲で久保 が昇温の ti町 lag は熱伝

導および対流によるものであろうと報告してし、る。また、 12月から 3月までの冬期間には、 omから

100m層の水温差はきわめて小さくなる。 ζれは 12月の大気温の下降とともに表層から混合が始まり

1月の中旬には 100m層に達するものと考えられる。しかし 200m層との聞には若干の水温差が認め

られる。

鵜ノ尾埼定線では、冬期における水温の逆転現象がみられるo また、 7月の上旬に 50m，1ωm層

でわずかの振動が認められる。

図 12に示した定線別の O m層をみると 2月から 8月までの昇温期には南が高温であり、下降期で

ある 9月から 1月末支では差が認められない。
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50 rtl-)替の定線別比較(図 13 )では高温期である 8月から 12月までは定線開の温度差が認められな

いが、 1月から 6月下旬の低温期には南程|暖かし、。 4月から 6月に塩屋埼で認められる振動は、富岡

でごく僅かで鵜ノ尾埼に至つては全く認められないo これは、大洗沖で更に顕著な振動が現われるこ

とを考慮すれば、後水舌による影響を無視することはできないo したがって、この暖水舌は富岡定線

には達しないかもしくは沖合を迂回するものと考えられる。

100 rr.曜の定線、別水温変化を図 14に示すo 7月から 11月までは温度差は認められないが、その他

の季節では、塩屋埼が肢かく、富岡，鵜ノ尾埼のJi原になっている。特に塩屋埼は高温に経過するo こ

れは海流系が、塩屋埼の北を境に変化することが多いためであろう。
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図10.富岡出t4層ヨIJ水温図9.塩屋崎 st5層別水温
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図12.定線完IJOm層別水温図11.鵜ノ尾崎st5層男IJ水温

ここで 3定線(st.-5)の平均水温からのイソプレットを、図 15• 16 • 17に示す。 水深を統一す

る意味で 1001.ルまでにおける 15oC以上の高温域および 10.C以下の低温域の占める面積ならびに出現、

消滅時期をみると、塩屋埼での 10
0C以下の占める面積は他の定線にくらべて著しく狭いことがわかる。

しかし 150C以上の高温域の面積では定線同の極端な差は認められないがその出現時期は県南の塩屋埼

で5月上旬であり富岡，鵜ノ}毛埼では 6月上旬となっており 1ヶ月の差が認められる。高温域の消滅
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図13.定線別60m層水温 図14.定線別100m層水温

は3定線ともに 12月上旬でありきわめ : 

21:二二ごJ、tzz:引dYNミミdrff[(i((
る低温の山がみられる。これについて " 

は藤森の(1969 )も指摘しているよう t帥

に深層では夏期に親潮が南下すること

を示してし、る。 目。

要 約醐

1. 年間水温を高温期，低温期に大別 図16.塩屋崎st6水温イソプレ'y卜

すると高温期における定線開の差は、 3 • 

わずかであるが、低温期に大きな差が

認められる。南は高温、北は低温であ '" 

る。
7s 

2. 春季の塩屋埼 50・100m層でみら ，00 
れる振動は、暖水舌によるものと考え

られる。また、この振動が富岡以北で 向

認められなし、。すなわち春季暖水舌の

張り出しは富岡定線には達しないか、 2帥

もしくは沖合を迂回するものであろう。

3. 塩屋埼定線は年闘を通して他の定 図16.富岡 st6水温イソプレツト

線より高温である。これは海流系の変

化が 37
0

_ OONの北側付近で起ること

が多いためであろう。 刊

4， 層別の最高、最低水温期は 0，50，

100 ，2∞m居と深くなるにつれてほ Y

1ヶ月遅れている。

5，春から夏にみられる 100此層以深
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での低温は親潮潜流であろう。また、 図17.鵜ノ尾崎st6水温イソプレツト
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この浴流は定線の振幅の出現時真。から、明らかに北から南へ移動しているo

6，鵜ノ尾埼定線の st，-4まで‘は、仙台湾の影響が強く、海流系の影響は受け難L、。 12月から 3月ま

での冬期においては逆転層が形成される。
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